
 

 

 

 

概念・定義  
 

 腸管から吸収された栄養などは門脈系を通って肝臓内で処理されたの

ち、下大静脈を通り全身へ送られる。肝硬変などにより門脈圧が上昇し

逃げ場を失った血流は、細静脈、左胃静脈、下直腸静脈などを迂回して

肝臓を介さずに直接体循環へ流れる。 

この迂回した血流により様々な症状が出現する。  
 
抜粋元：http://www.shouman.jp/details/12_15_27.html 

 

告示 
番号 38 慢性消化器疾患  

疾病名 門脈圧亢進症（バンチ症候群を含む。）  

 

門脈圧亢進症（バンチ（Banti）症候群を含む。）  
 

もんみゃくあつこうしんしょう （ばんちしょうこうぐんをふくむ。） 
 


